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文
治
二
（
一
一
八
六
）
年
、
島
津
忠
久

は
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
三
国
の
地
頭
職

を
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
忠
久
は

家
臣
の
本
田
貞
親
を
任
地
に
下
向
さ
せ

ま
し
た
。
本
田
は
野
田
を
中
心
と
す
る

一
帯
の
豪
族
を
平
ら
げ
て
山
門
院
の
木

牟
礼
に
城
を
築
き
島
津
氏
三
州
支
配
の

基
礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。
忠
久
自
身
が

木
牟
礼
に
定
住
し
た
こ
と
は
な
い
が
こ

の
城
は
薩
摩
の
国
の
守
護
所
で
あ
り
三

州
の
中
枢
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
忠
時
・
久
経
・
忠
宗
・
そ

し
て
五
代
貞
久
ま
で
こ
の
城
を
拠
点
と

し
ま
し
た
。
木
牟
礼
城
跡
か
ら
野
田
郷

に
向
う
途
中
に
鎮
国
山
感
応
寺
が
あ
り

隣
接
し
て
五
廟
社
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

島
津
初
代
か
ら
五
代
ま
で
の
当
主
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。

文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
、
朝
鮮
出

兵
中
の
薩
州
家
七
代
島
津
忠
辰
は
豊

臣
秀
吉
の
怒
り
に
触
れ
、
領
地
は
没

収
さ
れ
、
幽
閉
中
に
病
死
し
、
薩
州

家
は
絶
え
ま
し
た
。
沢
山
の
小
石
を

積
み
あ
げ
た
三
百
塚
は
忠
辰
の
後
を

追
っ
て
殉
死
し
た
将
士
の
数
の
多
さ

か
ら
そ
の
名
が
つ
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

自動車
 販売会社

出水御仮屋門（現在は出水小学校の正門）

出
水
地
区
の
道
標

日
本
一
の
お
地
蔵
様

こ
の
武
家
門
は
島
津
義
弘
が
居
城
し
て
い

た
帖
佐
（
今
の
帖
佐
小
学
校
）
の
門
を
出

水
に
移
し
出
水
へ
隠
居
し
て
薩
摩
北
辺
り

の
守
り
に
任
い
た
い
と
思
い
移
築
を
命
じ

ま
し
た
。
義
弘
の
移
住
は
実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
以
後
こ
の
地
に
「
御
仮
屋
」

が
置
か
れ
、
そ
の
御
仮
屋
門
と
し
て
今
に

残
っ
て
い
ま
す
。
「
御
仮
屋
」
は
江
戸
時

代
、
藩
主
が
地
方
巡
府
ま
た
は
参
勤
交
代

の
旅
の
宿
泊
所
で
あ
り
ま
し
た
。

県
指
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形
文
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御
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大
正
十
四
年
、
真
言
宗
の
僧
侶
斑
目
仏
師
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
地
蔵

尊
。
一
刀
彫
り
で
は
「
日
本
一
」
。
台
座
ま
で
含
め
る
と
高
さ
4
.
15
ｍ

あ
り
ま
す
。
出
水
市
本
町
の
八
坂
神
社
境
内
に
あ
り
ま
す
。

（
出
水
麓
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

静
か
な
佇
ま
い
の
町
並
み

島
津
九
代
忠
国
の
弟
・
用
久
は
領
内
の
国
一

揆
を
平
定
し
、
出
水
の
地
を
与
え
ら
れ
、
享

徳
二
（
一
四
五
三
）
年
出
水
城
に
居
城
し
薩

州
島
津
家
を
興
し
ま
し
た
。
以
後
、
七
代
・

忠
辰
に
至
る
ま
で
約
一
四
〇
年
間
、
海
陸
と

も
に
国
境
の
要
衝
で
あ
る
出
水
の
地
を
統
治

し
ま
し
た
。
出
水
麓
は
、
向
江
と
高
屋
敷
の

郷
土
集
住
地
と
そ
の
間
を
通
る
街
道
沿
い
に

本
町
・
中
町
・
紺
屋
町
か
ら
な
る
野
町
が
形

成
さ
れ
こ
れ
ら
野
町
は
麓
町
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
馬
場
沿
い
に
石
垣
や
生
垣
の
続
く

屋
敷
が
連
な
り
武
家
門
も
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。

出水麓伝統的建造物群保存地区

文
治
二
（
一
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八
六
）
年
に
島
津
家
初
代

当
主
・
忠
久
が
家
臣
・
本
田
貞
親
に
築
か

せ
た
城
で
当
時
の
薩
摩
の
守
護
所
で
あ
り

ま
し
た
。（
国
道
3
号
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あ
る
木
牟
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跡
） 木
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出
水
麓
ま
つ
り

江
戸
時
代
に
旧
薩
摩
藩
の
国
境
の
拠
点
・
出

水
市
麓
地
区
な
ど
の
整
備
に
尽
力
し
た
第
三

代
地
頭
の
山
田
昌
巌（
し
ょ
う
が
ん
）翁
の
遺

徳
を
偲
ん
で
行
わ
れ
る
ま
つ
り
で
す
。昔
の
若

者
の
城
攻
め
の
訓
練
を
再
現
し
た
時
代
絵
巻

「
稚
児
請
の
式
」（
ち
ご
も
う
し
の
し
き
）や
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の「
種
子
島
楽
」な

ど
多
数
の
武
芸
や
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
、

今
で
は
市
の一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
六
部

1

別府

2

高
尾
野
の
薩
摩
街
道
沿
い
に
は
商
家
が
数
多

く
並
び
「
野
町
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

野
町
の
市
に
は
「
中
の
市
」
と
い
い
春
彼
岸

の
中
日
に
立
て
ら
れ
る
、
名
産
の
ソ
バ
を
客

に
振
る
ま
う
こ
と
か
ら
「
ソ
バ
市
」
と
も
い

わ
れ
る
こ
の
市
は
現
在
で
も
引
き
継
が
れ
て

お
り
春
彼
岸
の
中
日
と
翌
日
の
2
日
間
で
数

万
の
人
出
が
あ
り
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

高
尾
野
町
・
中
の
市

8

野田川

4

田園の中の街道

道標のあたりから渡ってきたと思われる。

（200m先は国道504号）

道標

野田川

5

国道504号沿いに設けられた休憩所（野田
川の近く、鶴の町商工会の前に設置され
ました。）

昭和末の頃、一里塚が残っていた
そうです。現在、その根跡を見つ
けることはできません。
（写真の中央、電柱付近）
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